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本船舶保安通知は、毎年弊局によって審査され、特段の記載が無い限り、また置き換え、取り消しが無い限り、発行・更新から１年後に失効します。 

 

注）本和訳はご参照頂き易い様に用意されたものでマーシャルアイランド海事局発行の公式文書ではありません。本和訳

とマーシャルアイランド海事局発行の公式英語版内容に齟齬が生じた場合は常に英語版を正とします。 

 

 

ISPS 関連の PSC 拘留について 

 

弊局は、「船舶と港湾施設の保安.のための国際コード”(ISPS)の規定」に係る（PSC）検査で、同じ規定要求下に於け

る不適合が繰り返し発生し、増加している事に注視しています。具体的には、本船へのアクセス管理、ログの記録保

持、保安訓練の頻度に関する欠陥があげられます。これらの欠陥により、異なるＭＯＵPSC 間で船舶が拘留される事

案が発生しています。これらの拘留のほとんどは、船舶保安計画（SSP）を適切かつ効果的に実施することで簡単に

防ぐことができます。 

 

拘留に至る欠陥 

 

下記は、最近の ISPSコードによる拘留の一つのまとめで、本船が SSPに完全に準拠していれば簡単に拘留を防ぐ事

が出来たと思われる事案です。 

 

 2024年 1月： PSC検査官が到着した際、本船舷門当直不在の為、ばら積み貨物船がリトアニの 

クライペダで拘留された。 

 

 2024年 5月： 本船舷門当直が、訪問者に身分証明書の提⽰を求めず、訪問者記録を記⼊しなかっ 

た為（SSPで義務付けられている）、米国テキサス州コーパスクリスティでばら積み貨物 

船が拘留された。 

 

 2024年 8月： PSC検査官が過去 3か月以内に保安訓練が実施されていなかったことを発見し、 

米国ルイジアナ州ニューオーリンズでばら積み貨物船が拘留された。 

 

対策 

 

船主、運航者、会社保安職員 (CSO)、船長、および船舶保安担当職員(SSO) は、SSP と日常の保安訓練の有効性

と実施について積極的に評価しなければなりません。 
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CSO と SSO は次の点に留意： 

 

• SSPの要求に従って、舷門当直員に十分な訓練をし、その訓練内容が適切に記録されている事。 

• 舷門当直が、訪問目的に関わらず、すべての訪問者に対し、適切な身分証明書の提示及び、その港の現在

の保安レベルに従った手荷物検査（SSPで必要とされる）を行っている事。 

• ISPS コード内部監査時に、船上での保安に関するログと、保安の実践を徹底的にレビューし、SSP に準拠し

ている事。 

• 定期的に全乗組員と保安手順を確認し、頻繁に本船を巡回し手順が遵守されている事を確認。 

 

乗組員または本船代表者は、船上の保安状態が基準を満たしていない可能性がある場合はメール 

inspection@register-iri.comにて弊局に注意喚起して下さい。 
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